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助成事業実施報告書 

団体名  八王子自助具工房フレンズ                            

代表者・役職名 氏名  代表  伴   毅                   

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

１．助成プロジェクト名 

自助具製作の常設作業場設備の借用と増強（2018年は木工作業場借用導入、今年度は金属加工器等を増設） 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

・常設作業場所としてのレンタル工房の利用：大型自助具、数量の多い自助具、金属加工の必要な自助具の製作には、従来

借用していた場所では騒音、粉塵、安全性、活動日数、納期等の面から限界で、常設工房場所として有料木工レンタル工

房を利用しはじめ、諸問題は殆ど解決し、製作活動日が増し、納期短縮も可能になりっています。 但し工房利用料を製品

に転嫁することは、ボランティアの趣旨に反するので、現在助成金等に負う事で凌いでいます。 

・普及活動で売り上げ、工房の管理業務受託料等が増えれば、自立も目指せるとの思いです。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

基本的には応募申請と変わりはありません。 

＊H30年度は常設作業場所として「木工レンタル工房」を利用、作業上の問題は解決出来た。 

＊工房の一般利用者の事務、技術管理業務を受託で工房レンタル料の低減を計っている。 

＊開設が遅れ一般利用が少なく、計画通りの収入に充たない為、一般利用者増と自助具製作用として 

「金属加工機」を増設。「金属加工の可能なレンタル工房」とし集客を目指す。 

＊金属加工機は代表の私物をレンタル工房に寄贈（旋盤、フライス、アルゴン溶接等々、測定器等）。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

・レンタル工房の活用は 465h 93人日で、156人日の計画未達：要因は普及活動に注力しすぎた事と新型コロナです。自助具

35種 77点製作、受注残が出ています。（添付参考資料 B参照） 他方住環境改善でスロープ等の製作も始めました。 

・レンタル工房の一般利用者は 4７人（前年 10人）と増え、受託管理費でレンタル費用の１０％を賄えた。 

・市民センター祭り、他市、国際福祉機器展、夏季講習会、自助具製作指導等約 25回強参加しましたが、製作時間不足に陥

りました。 

・改訂 DataBaseのデーター登録が始まり、普及の低い地域での活用に期待しています。 

・ボランティア活動が認められ、「福祉のまちづくり功労者として知事の感謝状」を受賞、知名、認知度の向上を感じています。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

・金属加工機の移設設置もほぼ終りましたが、一般人に使って貰うには、加工技術講習会（2 回/月、最低 6 ヶ月）程度の講習

が必要。金属加工により他工房との差別化を図り、工房利用客を増し、レンタル費低減を進めます。 

・都の作業療法士会とも繋がりだしましたが、OT等からの依頼は、比較的難しい物が多く時間を要する様になっています。 

・３ｄプリンター技術の早期習得と実用化は必須、又パソコン活用の自助具も今後取り組みたく思っています。 

・展示等普及活動で、製作時間不足に陥ったので、普及活動を少し抑え、住環境、障がい者授産設備道具の製作も増したい。 

・高齢化は否めず PC活用も必須であり、後継者の募集育成が喫緊の課題である。 

 

関東に無い自助具製作ボランティア団体（肢体不自由者、高齢者の身体機能にあった生活便利用品を安価に 

作る活動で、全国 38団体の内、東日本には秋田に 1 ヶ所のみ）を 4年前、八王子市に会員１１名で設立。地域 

住民へ自助具の認知、普及及び「使い手と作業療法士と作り手」の協業システム作りを目指しています。ボラン 

ティアで使える常設の自助具製作場所が無いのが現状です。 



 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

○参考資料あり・特になし 

 

ホームページ：「八王子自助具工房フレンズ」または URL：http://tomo8jijyog.nazo.cc 

                                  URL : http://hachishd.sakura.ne.jp 

                                    

http://tomo8jijyog.nazo.cc/
http://hachishd.sakura.ne.jp/
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添付資料：(1/2)                
製作自助具例 

      

     
   片手お皿洗い    クッキー生地カッター       ラミネート蓋開け  

 

            
長柄付き頭髪洗浄ブラシ     片手爪切り            浣腸器         

 

金属加工機                         実習風景              

 

               
 

         市民センター祭り等（屋内、屋外）展示説明会 

  

ヨーグルト・納豆等のラミネート蓋のツバ

が小さく指の握力が弱く開け辛い方に 

 

卓上旋盤 

マシンソー 

卓上フライス盤

ボール盤 

電動サンダー

TIG 溶接機 

エアープラズ

マ溶断機 等 
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添付資料：(2/2) 






